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好みって、変わりますね。 

 

 好みって、変わりますね。元々自分が飽きっぽいことからかもしれませんが、ここ数年

で自分の好きなこと、やりたいことがこんなに変わるとは思っていませんでした。 

 

 例えば学問の面を取り上げてみます。私は 3 年から法学部に進学しましたが、進学を決

めた当時はどちらかと言うと法律よりも政治を学びたいと思っていました。というのも、

学部 2 年の時に谷口将紀先生の『政治とマスメディア』という本を読んだことがきっかけ

で、政治とメディアの関係、そして世論がいかに形成されているのかということが学べた

らと思っていました。法学徒として非常にお恥ずかしい話ですが、進学当時は実定法もそ

こまで好きではなく、正直に申し上げれば苦手で試験も苦戦しました。 

 

 政治学への興味がなくなったわけではありません。ただ、実際に進学してしばらくする

と実定法もなかなか面白いぞ？と思えるようになりました。特に、会社法や商行為法・金

融法といったビジネスに関わる法律が今の興味の中心部分を占めています。3 年の春学期

では会社法のゼミを取り、コーポレート・ガバナンスに関わる法整備について学びまし

た。前期教養学部時代の自分からすると実定法のゼミをとるとは全く想像もしていません

でした。秋学期も金融やビジネス法関連の講義やゼミを履修する予定です。 

 

 趣味、特に聴く音楽が大きく変わった気がします。高校時代や大学 1・2 年まではダン

スをやっていたので、ダンス音楽や電子系の音楽を主に聴いたりしていました。今はオン

ライン授業等の関係で家にいることが多く、家での安らぎや落ち着きを求めてか、クラシ

ック音楽やジャズ音楽を聞くことが多くなりました。しかもクラシック音楽にしても、こ

れまでは聞くとすればもっぱらピアノ曲でしたが、今はオーケストラ曲の方が好きだった

りします。そのうち落ち着いたらクラシックかジャズのコンサートに行けたら、なんて考

えています。 

 

 好みの変化の速さにはびっくりします。おそらく 2・3 年後には全然違う分野を勉強し

たい！と思っているでしょうし、今では想像もつかない趣味に没頭しているかもしれませ

ん。この先、好みや趣味の面で自分自身どう変わっていくのかワクワクしています。 


